鎌倉市自治基本条例策定市民会議

策定支援部会第５回推進委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年７月１９日（木）　午後１時３０分～４時

	場　　所　　　　　　　市役所　２０１会議室

	出席者：大嶋、太田、春日、狩谷、幸道、宅見、三嶋、山村、渡辺（光）
欠席者：なし

司会進行：幸道
事務局：渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

◎　はじめに

◉会議概要について

１　第3回幹事会の会議概要報告

２　各チームの現状報告

(1)地区別実行チーム

◉ 鎌倉チーム

· 7月16日現在58自治・町内会のうち３９カ所(約136名)へ訪問、電話、役員会などで説明実施。

· 町内会によって対応が違うが、今は無理をしない。

· 素案大綱ができた時に、事前に配布していただき、議論ができるようにする。

· アンケートの活用も考える。

· 対話が未実施のところは8月中旬までに実行する方向。

· 推進委員会に要望①簡潔で分かりやすい資料（A4　1枚）②キャッチコピー③「PI」の訳について

· 対話活動をスムーズにするために8月1日「ふれあいトーク」で市長のご挨拶や、１0月頃予定(日程未定)の鎌倉地区自・町連で自治基本条例についての説明を要望。 　

◉ 腰越チーム

· 居住地域を中心に担当割を行い、3小学校区に分かれてＰＩ活動を行う

· 挨拶状を市から郵送し、電話でコンタクトをとった

· まずは、挨拶とＰＩのための打合せを行う

· 7月7日に七里ガ浜小学校区でＰＩを実施したが、素案など具体的な提示をしないと町内会側も何を求められているか分からない様子であった

· 説明内容をチーム内で統一するための打合せが必要

◉ 深沢チーム

· 実施状況はスケジュール表のとおり

· 7月17日の合同集会は市職員も参加

· 37団体中19団体が実施済みとなった

· 面会が叶わない団体にはニューズレター合併合を送付するなどの対応を行いたい。また、アンケートの実施も検討してほしい

· 対応いただいた団体には礼状を送付したい

◉ 大船チーム

· 担当区域に商店街があるが居住世帯が4～5軒というところもある。事業者チームに任せたい

· これまでの活動に172名の参加があった

· PIを断られたところもあり、検討するとしながらその後の連絡をいただけないところもあり、対応に苦慮している

· 現段階では説明に終始してしまうこともあり、参加者から「何をすればいい」と聞かれたこともある

◉ 玉縄チーム

· 6/29　7/13でチームの打合せを実施したが参加者が少なかった

· 7/12の自治会町内会連合会の理事会へ参加を予定していたが、8月の理事会に延期してほしい旨の申出があった（8月第2週に延期）

· 7/12の理事会で事前調整を行ってから各自治会に活動を広げる予定であったが、上記の理由で叶わなくなったため、取り急ぎ居住地周辺の町内会にアプローチすることとした

· 8/4岡本町内会でのＰＩを予定

· 合併号を資料として活用したい。必要部数を用意してほしい

 (2)団体別実行チーム

◉ 事業者チーム

· 全般的にスケジュールが遅れている

· 先週、リストに掲載した対象団体への挨拶状を送付し、今週に入って電話で日程調整を進めている

· 現段階で4団体との調整が整っている

· 対象団体のPI担当者は確定済み

· リスト外でも2団体交渉中である

· 商工会議所についてはPIを受け入れる方向で話が進んでいる

◉ 市民活動チーム

· NPOセンター登録の320団体に挨拶状等を送付

· うち40団体電話でコンタクトをとった

· 個別でPIを受け入れる団体が3団体、アンケートに応じる団体が14団体

· 7/14　NPOセンター大船での懇談会(39団体、50人参加)で15分程度説明を行った

· 市民会議参加者の中にはNPOに参加している方が少なくないので、市民会議会員が所属するNPOをターゲットにしたい

· 次回NPO懇談会にも参加したいと考えている

◉ 教育文化チーム

· 7/3 市P連の会合　参加者7名　10分ほど時間を貰い挨拶程度

· 7/4　青少年指導員連絡協議会　参加者15名　5分程度説明したが、積極的で今後を期待できる感触を得た

· 6/27　打合せ会を開催。PIで得られた意見をどのようにフィードバックするかが決まらないうちに意見を聞いてしまっていいのかという意見があった

· まずは全市的な組織を対象とし、徐々に小さな団体も対象としていきたい

· 既に町内会等のＰＩに参加した人などもおり、市民会議の活動が浸透してきていると感じた

３　推進委員会の検討作業

(1)各団体への挨拶状の発送について

・全て終了

(2)ＰＩ活動マニュアルの活用状況

・ＰＩの対象により、資料は何種類かあってよい。

· 委員長、副委員長の事前了解を得ていれば、新しい資料をＰＩに活用することは差し支えない

· ただし、広報特集号、ニューズレター合併号など分かりやすい資料も揃っており、ポイントをはずさずに説明すればよい

· 他市の条例を回覧するとイメージがつかみやすいと思う

· 第1次のＰＩについては、対応してくれた団体に一斉に礼状を出す必要はない

· 個別に挨拶に回り、次回ＰＩにつなげるなどチームそれぞれの対応でいいのではないか

· ただし、3月のまとめの段階では対応してくれた団体等への結果方向は必要であり、事務局に対応を検討しておいて貰いたい

· アンケートについては狩谷氏がたたき台を作成し、事務局が委員等に送信することとなった

· まとめ、フィードバックはまだできる段階ではない。7月25日全体会での中間報告は先に延ばすこととする

· ＰＩの記録はしっかりと残し、実績（人数）も重ねていく必要がある



	特記事項

・次回推進委員会は8月10日（金）午後1時30分開催予定　場所は９０１会議室


